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1.はじめに

既報である,担田ほか (1997),池田ほか (1998),池田ほか (1999),

池田ほか (2000)及び池田ほか (2001)に引き続き,極めて保存状態のよい含コラ

ーゲン試料2点が得られたので,14C測定を行った結果を報告する.

2.試料調製と加速器質量分析計による14C測定

方法は有田ほか (1990)および中村ほか (1996)を改良したものである.試料を＼
カッターナイフで細かく削り出し,アセトンで洗って付着している可能性のある有機

化合物を溶かし落とした.次いで1.2N水酸化ナ トリウム溶液に浸して超音波洗浄し

た.さらに1.2N塩酸中で超音波洗浄したのち,蒸留水でよく洗って凍結乾燥機を用

いて乾燥させた.

乾燥した試料を,約1gの線状酸化銅と共に,あらかじめ1000℃で焼きだした直径

9111m,長さ34cmのバイコール管に入れ,真空ラインに接続排気し封管した.これを

電気炉内で850℃で約2時間加熱して試料中の炭素を二酸化炭素に変えた.

真空ライン中で,液体窒素 (-196℃)及び液体窒素で冷却したエタノール (約-100

℃)及びペンタン (-129℃)を寒剤として用いて二酸化炭素を精製した.さらに,約

1.5mgの鉄粉末を触媒として,この二酸化炭素を水素還元してグラファイ トを作成し

た(Kitagawaetal･,1993).出来たグラファイ トを乾燥した後,アルミニウム製の試料

台に圧入してターゲットを作成した.国際的に標準体として用いられている篠酸

(NBS-MR149)を標準体とし(Mann,W.B.,1983;Stuiver,M.,1983),名古屋大学年代

測定総合研究センターに設置されているタンデトロン加速器質量分析計により14C測

定を行った.

3.結果及び考察

Tablelに,各試料の炭素含有率,14C年代及び∂13Cを示した.両試料とも,現代の
生物に由来するものではないと判断される｡
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表1 含コラーゲン試料の炭素含有率,14C年代及び∂13C

Table1Carboncontent,14caeand♂13cofcollaencontainin

SampleNo. Ccontent/% 14cage/BP
∂13cby
TandetronII/‰

IVORY-36 52.5 28830±160 -26

IVORY-37 49.7 27960±160 -31

measuremente汀OrOf♂13C:±1‰
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ASimplePreparationofCollagenContainingSamples(6)
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Wemeasuredcarboncontent,14cageanda 13cof2collagencontainingsampleswhichwere
preparedbyasimplepreparationmethod.Wecutoffsmallpiecesfromeachsamplewithacutting
knife,washedwithacid-alkali-acidmethodandcombustedthemtoproduceCO2,insteadofcollagen
extraction.

Bothsamplesshowedlow14ccontent,Showlngtheyarefわssilsamplesnota触ctedbynuclear
bombeffect.
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